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2018年 8月に PubMed用いて文献検索を行った。検索条件は(inulin OR fructan) AND human 
AND randomized controlled trial AND (bifidobacteria OR bifidobacterium) AND (adult NOT 
patient NOT pregnant NOT infant)とした。検索された文献について精査を行い、各研究におけ
るビフィズス菌数の増加をメタアナリシスによって評価した。 
データ分析は EZR ソフトウェアを用いて行った。研究間の Heterogeneity は、0%（観察され
た不均一性なし）から 100％までの範囲を I2で評価した。Heterogeneity の値により固定効果モ
デルまたはランダム効果モデルを適用した。 
【結果】 











Mean Differenceは 0.18-1.10であった。Heterogeneityは I 2 = 81％、p <0.01を示しており、こ
のことからランダム効果モデルを使用した。ランダム効果モデルにおける Mean Difference は


















     
  
  論文審査の結果の要旨 














メタアナリシスに供する文献検索には PubMed 用いた。検索条件は(inulin OR fructan) AND 
human AND randomized controlled trial AND (bifidobacteria OR bifidobacterium) AND 
(adult NOT patient NOT pregnant NOT infant)とした。PubMed から 749 件の文献が得られ、そ
の後 1 次スクリーニングを行い、対象文献を選択した。その結果、15 の文献が選択され、これ
らについて 2 次スクリーニングを行った。この 15 件のうち、ビフィズス菌数を記載していない







Heterogeneity は I2 = 81％、p <0.01 を示しており、このことからランダム効果モデルを使用し
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